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日向小学校・山武西小学校統合準備委員会 第２回ＰＴＡ・通学部会要点記録 

１．日 時 令和元年７月８日（月）18 時 00 分から 19 時 19 分 

２．場 所 さんぶの森中央会館 

３．出席部会員 15 名（欠席 3名） 

４．次 第 （１）開会 

（２）あいさつ 

（３）議題 

①通学路・通学方法について 

②体操服・ジャージについて 

③その他 

（４）閉会 

５．事務局 学校再編推進室 

 

議題についての概要は次のとおり。 

①通学路・通学方法について 

【事務局の説明】 

○前回の会議で確定した統合校の通学路・通学法方法についての確認 

○各地区・地域の児童数の把握 

○スクールバス導入の場合の路線の検討 

○その他通学方法の検討 

○バス停候補地の検討（継続審議） 

【発言の概要】 

・統合小学校から 2ｋｍ圏内に住んでいる児童が、統合小学校まで歩いていくというのは確定事

項なのか。またバスは大型を想定しているか。 

➤（事務局）日向小学校、山武西小学校の両校が、おおむね 2ｋｍ圏内を通っていたという経緯

があった。他の自治体でも 2ｋｍ前後というところで設定をしている。バスが通れる路線に有

効に運行させる方法について協議していただいたうえで、乗車対象を取りまとめたい。また

相当の台数を用意して乗らないという状況は一番避けたい。 

・資料のバス通学検討用学区図の、ルート上にない場所に住む児童はバスに乗れないのか。 

 ➤（事務局）統合することによって遠距離となる児童が乗車対象になるという考え方もある。

そういった箇所にどのような手当をするかは対応が難しい。 

・統合前よりも近くなる児童がバスに乗れないのは仕方ない。また現実問題として、バスが通れ

る路線というと資料に示されたものしかないと思う。 

・前回統合小学校の通学検討用学区図を出してもらったが、その時には示されていた路線が今回

の地図ではなくなっている。これには意図があるのか。 

 ➤（事務局）児童数を考えて変更した。そこにバスを通すと何人乗せられるかということを考

えた結果である。 

・2ｋｍ圏内の児童がどこかでバスに乗ることを想定しているか。 

➤（事務局）そのことについては、この場で議論していただきたいが、学校から遠い児童を優

先的にバスに乗せたいと考えている。 

・（事務局）次回は今回示した路線で最大限児童が乗れるような形を検討し、案を示したいと思う。 
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また先生方にご足労を願い、夏休み中にバス停の場所なども見てくる。そこでつかんできた

感触についてご意見いただきたい。 

・自転車通学というのは最初から決めなければいけないのか。それとも学校が出来た後に自転車 

通学を許可するというのは可能なのか。 

➤（事務局）学校が出来た後でも、通学方法は学校の中で決めることは可能である。 

・バス路線から外れた人に対して、説明できる理由がないと統合準備委員会としてはいけないの 

かなと思う。保護者がどう感じるのかも考えた方がよいのではないか。 

 ➤（事務局）統合することによって遠くなる、ということが一つの基準になってきて、どこま 

でをバス利用の対象にするかが重要になってくると思う。バス停候補を絞り込み、次回の会 

議で案を示したいと思う。  

 

② 体操服・ジャージについて 

【事務局の説明】 

○統合先進校の体操服・ジャージ選定の経緯 

○両校の体操服の価格の状況 

○統合先進校の価格の事例 

○新体操服を作成するか 

○新ジャージを作成するか 

【発言の概要】 

・統合時点での 2 から 6 年生に関しては、使っていた日向小学校、西小学校の体操服とジャージ

を使ってもいいのではないか。新 1 年生に関しては、新しいデザインを使ってもいいのではな

いかと思う。ただ新 1 年生に上の子がいた場合、おさがりを使う予定の方もいるので、そこが

ポイントになるのではないかと思う。 

・新しいジャージを作らないという選択肢をとるとしたらどうなるのか。 

 ➤（事務局）近隣校には指定ジャージがない学校もある。しかし日向小学校と山武西小学校も 

  指定のジャージがあるという現状で、皆さんとお話しさせていただいている。 

・学校によっては「学校指定のジャージを着て」と言う先生とそうではない先生がいるが、日向 

小学校や山武西小学校ではどうなのか。 

 ➤指定のものを使うということにはなっている。だがどんな時でもダメなのかというと、個人

の状況にもよるので、その時は適宜対応することになっている。 

・日向小学校には指定ジャージがあるが、着る機会というのは少ないかなと思う。他の学校を見 

ても、着る機会は学校代表で行く陸上大会や宿泊体験学習等に限られると思う。 

また運動会シーズンは別としても、1日中体操服やジャージでいるということはない。日向小

学校では、勉強の時は必ず着替えをしている。加えて、体育の時に寒かったら、指定のジャージ

があればそれを着る。だが指定ジャージがない児童は、指定のものではない上着（フードなし）

を着用している。 

・新しいジャージは全部そろえるとかなりの金額だと思う。 

・小学校の6年間で体操服やジャージのモデルチェンジによる買い替えというのはあり得るのか。 

 ➤山武西小学校ではモデルチェンジがあったという話はない。またメーカーに聞いたが、次の 

  代が決まるまでは作り続けるということを聞いている。 

・今日この場で体操服・ジャージの導入の検討というのは決める予定か。それとも今は意見をい 

ただくだけなのか。 
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➤（事務局）今日この場で決めるというわけではない。保護者全員に聞くと色々な意見が出て 

くるので、この場である程度意見を統一する必要があると思う。意見の方向性の一致を見 

るのが、この統合準備委員会の中なのかなと事務局では考えている。 

また体操服は新たに作って統一するというところの決断自体は、できればこの委員会の中 

で行いたいと思う。 

・ジャージと体操服を両方作る場合とそうでない場合で経済的負担が変わってくる。学校として

は学校指定のものがあったほうが生徒指導がしやすい。 

また新しい学校が出来た時に、学校指定のものがあったほうが統合したという気持ちになり

やすい。様々な考えがあるので一つずつ結論を出したほうが良い。 

・体操服を新たに作成した方が良いか、しない方が良いかについて決を採りたいが、よろしいか。 

 ➤了承 

・体操服を新たに作成した方が良いか、しない方が良いか、挙手をお願いする。 

➤作成した方が良い：15名 

  作成しなくて良い：0名 

  ➡体操服を新たに作成する。 

・（事務局）体操服は新しいものを作っていく。それに伴い保護者へのアンケートを行いたい。 

次回はアンケートの案を事務局から提示するのでそれについて審議していただきたい。 

・長袖のＴシャツを山武西小学校が使っていると思うが、実際に使っているのか。これを新たに 

作る場合は、ジャージは必要ないのではないか。 

➤ほとんどの児童が長袖のＴシャツを着ていない。 

・（事務局）山武西小学校ではジャージが半チャックシャツとオープンシャツの２種類ある。基本 

的にオープンシャツのほうが売れていると聞いている。もともと半チャックであったが保護者 

の要望で、オープンシャツを作成したという経緯がある。 

・ジャージを作成するかの議論をすると生徒指導的な意味合いを含んできて、各小学校がどのよ 

うに体操服やジャージを着せていたのかということに帰着する。そうなると生徒指導の担当の 

先生等の意見を吸収しないと結論を出せないので、継続審議のほうが良いのではないか。 

・保護者としては指定ジャージを買ったのなら着てほしいので、先生方には児童に対して指定の

ジャージを着るようにと指導してほしい。 

・（事務局）平成 29 年 4月 29 日に学校でのジャージ着用について校長先生の名前で通知が出てお 

り、今までは推奨という形だったがこれからは学校指定にするという内容であった。 

 

③その他  

【事務局の説明】 

○協議結果の確認 

○次回会議開催日程 

・９月中旬に開催したい。 

→意見なし 

・代表者会議と総務部会も９月中に開きたい。 

 

【まとめ】 

・体操服については新しいものを作ることとし、次回保護者向けのアンケート案を協議する。 

・ジャージについては、使用する頻度など生徒指導にも帰属するところがあるので、次回学校側
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からどういうときにジャージを利用するか、報告をいただいた中で導入していくかを継続して

審議する。 

・通学路と通学方法については次回以降、先生方とバス停の確認を行った状況も含めて、より具

体的な案を事務局から提示する。 

 


